
.

有
分
別
智

の
構
成
及
び
性
質

に
就
て

(上}

 

ー

法
稽
造
正
理

幽
滴
に
擦
る

釘

宮

武

雄

(前

註
)
こ
れ

は
(駐
一)法
稽
U
冨
N彗
鴇
酬鼠

の
正
狸

一
滴
2
嵐
冒

げ
臥
負
口
に
篠

つ
た
も

の
で
あ

る
。

正
理

一
滴

は
そ
の
名

に
よ

つ
て
窺

は
る
エ
如
く
、

元
來
因

明
に
關
す
る
書

で
あ
る
が
、
併

し
輩

に
因

明
の
書
と
し

て
の
み
片
付

け
る
事

は
早
計
で
あ

る
。

そ
の
丙
容
第

一
篇

現
量
、
第

二
篇
自
比
量
、
第

三
篇
他
比
量

の
全
三
篇

の
内
、
第

三
篇

は
純
然

た
る
因
明
で
あ
る
が
、
第

一
篇

は
無
分
別
現
量

及
び
有
分
別
智

の
本
質
、
構
成

等
を
説

い
た
も
の
で
あ

り
、
因
明
中
現
量
を
叙

し
た
も

の
に
相
違

な

い
が
、
見
方

に
よ

つ
て
は
純
然
た
る
認
識
論
と

も
云
ふ
べ
く
.
第

二
篇

は
有
分

別
活
動

薗
身

の
法
則

を
論
じ
た
も

の
で
、
性
質
上
認
識
論
、
論
理
學

相
牛
ぱ
す
る
も
の
と
云

つ
て
よ

い
も

の
で
あ
る

私
は
今
第

一
篇
を
主
に
、

第
二
篇

を
俘

に
、
有
分
別
智

の
構
成
、
性
質
、
限
界
を
考
究

し
て
見
た

い
と
思
ふ

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前

に
正
理

一
滴

】
巻
が
因
明
と
し

て
の
盤
系
以
外

に
、

あ
る
特
殊
な
佛
教

々
理

の
盟
系
を
含
ん
で
ゐ
る
事

を
、
大
燈
明
ら
か
に
し

て
お
き
た

い
と
思

ふ
。

有
分
別
智
、
無
分
別
智

の
思
想
は
、

巳
κ
唯
識
派

の
見
・期
時
代

よ
り
あ

つ
た
も

の
で
あ
り
、
叉

一
方
所
謂
外
遣
諸
撃
派

に
も
當
時
に
は
已
に
あ

つ

た
の
で
あ
る
が
、
法
稽

の
ゆ
き
方
は
正
統
唯
識
派

の
そ
れ
と
も
、
外
道
諸
墨
派
み

そ
れ
と
も
異

っ
て
ゐ
る
。
外
道
諸
學
派

に
於

て
は
、
有
分
別
、
無
分

・別
爾
智

の
差

は
程
度

の
差
で
あ

つ
て
、
性
質
的
差

で
は
な

か

つ
た
が
、

法
稽

に
於

て
は
、
陳
那

の
揚

合
と
同
じ
く
、
無
分
別
智

は
現
量

の
振

で
あ
り
、

看
分
別
智

は
之

に
封
し

て
比
量

の
要
素

を
含
む
も

の
で
あ

つ
て
、

二
智

は
質
的

に
冨
瑚
ざ
れ
た
。
又
唯
識
派

に
於

て
は
、

無
分
別
智

は
識
性

へ
の
謹

入
を
意
味
し
、
有
分
刷
智

は
逓
計
所
執
性

に
し

て
も
、
後
得
有
分

別
智

に
し
て
も
、
識

の
韓
攣

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
何
れ

に
し
て
も
識

に
よ
つ
て

有
分
別
智

の
構
成

及
び
性
質

に
就

て

(
一
)
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有
分
別
智

の
構
成
及
び
性

質
に
就

て

(
二
)

一
切

が
説
明

さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
法
稽

に
於
て
は
経

部

の
影
響

を
受
け
た
關
係
上
、
實
在
論
的
要
素

が
入

つ
て
來
て
、
無
分
別
現
量

の
境
、
即
眞

實
在

で
あ

り
、
先
づ
無
…分
別
現
量

が
、

こ
の
眞
在

に
於
て
確
立

さ
わ

て
後

に
、
有
分
別
智

が
、
之
を
中
心

に
し

て
成

立
す

る
も
の
と
さ
れ
る
。
随

つ

て
有
分
別
智

の
説

明
に
關
し
て
、
法
稽

の
ゆ
き
方

は
、
全
く

佛
教

的
で
あ
り
な
が
ら
、

叉
特
殊

な
も

の
で
あ

つ
た

と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

而
し

て
更

に
法
稻

に
ょ
れ

ば
、

こ
の
眞

在
を
中
心
に
し
て
、
行
爲

と
智

と
が
直
接

に
關
蓮
す
る
も

の
と
さ
れ

る
。
吾

々
の
日
常
…生
活
は
有
分
別
智

に
ょ

つ
て
指
導

さ
れ

て
ゐ
る
が
、
併

し
日
常
生
活

の
實
際
的
動
き
は
、
帥

ち
生
活
行
爲

は
、
有
分
別
智

に
よ

つ
て
で
は
な
く

て
、
そ

の
根

底
に
あ
る

無
分
別
智

に
よ

つ
て
起
り
、

又
成
就

さ
れ

て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
有
分
別
智

は
無
分
別
智
を
透
し

て
の
み
寳
在

に
關
蓮

し
、
生

の
動
き
に
與

か
る
事

が
幽
來

る
に
す
ぎ
な

い
。
最

も
根
本

的

で
、
能
力
的

な
も

の
は
、
無
分
別
現
量

で
あ
る
。
正
理

一
滴
は
、
勢
頭

に
於

て
「
正
智
を
先

と
し
て

一
切

の
人

の
目
的
が
成

就
す
る
。

そ
れ
故

に
そ
れ
(
正
智

)
が
研
究

さ
れ

る
」
。
と
言

つ
て
、
因

明
と
生
活
行
爲

と
の
關
蓮

を
注
意

し
て
後

に
、
然
る
後
に
、陳
那
、

天
主
以
來
傳
統

の
二
量

読
を
受
け

て
、
コ

一種

の
正
智

が
あ

る
。
現
量
と
比
量

と
で
あ
る
」
。
と
去

つ
て
あ
り
、

一
見
現
比
二
量
は
、
明
ら

か
κ
、
封

等

の
量
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
は
繭
量
各

々
、
猫
立

の
起
源
と
性
質

と
を
持

つ
智
と
し

て
、
個

明

の
立
揚

よ
り
取
扱

つ
た
か
ら
で
あ
り
、

正
智

の
家
郷

で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
眞
在

と
行
駕

と
に
封
す
る
關

係
を
考
え

て
見
る
時

は
、

一
は
直
接
、

一
は
間
接

で
、
そ

の
間
自
ら
蓬
庭

が
あ
る

も

の
と
去
は
ね
ば

な
ら

ぬ
。

こ
の
貼

よ
り
、

こ
の
書

の
主
題

は
、

之
を
叉
・次
の
如
く

に
も
言
ひ
詮
は
し
得

る
だ
ら
う

と
思

ふ
。

一
、
行
爲

が
、
或
は
無
分
別
現
量

に
於

て
直
接

に
、
或

は
比

量
を
透
す
事
に
よ
り
間
接

に
、
成
就
す

る
事

の
可
能
性
及
び

そ
の
渦
程
。
之
は
重
に

こ
の
書

の
も

つ
教
理
的
意
義

で
あ
る
。

、

二
、

そ

の
過
程

に
於
け
る
各
量

に
は
、
正
誤
が
入
る
事
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、

(或

は
薗

の
爲

に
、
或
は
他

の
爲

に
)
そ
の
正

と
誤
と
を
述

べ
る
事

に
よ

つ
て
、

正
し

い
過
程

の
建
設
と
行
爲

の
成

就
と
に
質
す
る
事
。
之
は
重

に
こ
の
書

の
因
明
書

と
し
て
意
義
あ

る
所
以
で
あ
る
。

あ

雨

つ
の
丙
、
前
者

は
明
ら
か
に

;

の
繋

を
な
す
も

の
で
あ
る
。
私

は
今
笙

、
第

二
篇

を
、

・
の
繋

に
准

じ
て
、
略
述
す
る
事

κ
よ
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つ
て
、
有
分
別
智
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
ふ
の
で
、
差
當
り
無
分
別
現
量
の
本
質
か
ら
初
め
や
う
と
思
ふ
。

第

一
、
無

分

別

現

量

一
、

現

量

の

本

質

1

、
本

質

現

量
嘆
9
蔓
踏
昭
ヨ
は
元

來
接
頭
僻
℃
蚕
岳
(
…
に
向

ひ
て
)
(
…
に
封

す

る
)
と
中

性

名
詞
ヅ
冨
圃
(
目
)
叉
は

9蓋
婁

(
目

)
と

の
有
財
縄
　的
複

合
詞

で
、
「
眼
前

の
」
と

い
ふ
意
味

の
形
容

詞

で
あ

る
。

法
上

に

よ

れ
ば

、
現
量

と

は
、

(謎
二
)「
眼

に
封
向

し
依
存

し
だ

る
(
智

)
」
の
意

で
、

之

よ
り
(謎
三
)
眼
依
存

性
(
9厭
甲
9
簿
暮
轟
B
)
を
以

て
現

量

を
あ
ら

は
し
得

る

の
で

あ
る
が
、
併

し

「
σq
o
(
牛

)
(註
四
)と

い
ふ
言

葉

は
、

元

來
⑳
9
日
(
行

く
)
と

い
ふ
行

儒

に
於

て
生
起

せ
し

め

ら
れ

禿

の
で

こ
そ

あ

る
が
、

實

際

は
行
く
と

い
ふ

行
爲
を

以

て
暗

示

さ
れ

た

一
つ
の
境

と
密

接

に
結
び

付

い
て

ゐ

る
半
性

(
σq
o
貯
9
日
)
を
現

は
す
事

と
な

つ
て
を

る
の
で
あ
φ
、
随

つ
て
結
局
牛

が

行

つ
て

ゐ

る
時

に
も
止

ま

つ
て
ゐ

る

時

に
も
、
σq
。
(
牛

)
と

い
ふ

言
葉

が
用

ひ
ら

れ
る
。
」
如
く
語

原
上

の
意
味

(藁

9
℃
p
三

巳
ヨ
犀
p目

)
必
ず
し

も
實

際

上

の

用
例

(鷲

9<
暮
賦

巨
巨

暮
9
ヨ
)
で

は
な

い
。

眼
依
存

性
と

い
ふ
事

の
眞

意

は
、

こ
の
場
合
直

ち

に
そ

れ

に
結

び
付

い
て

ゐ
る

(註
五
)「
境

を
親
謹

す

る

こ
と
(
程
夢
㌣
ω鼻
豊
壁
犀
母
囲貯
9
ヨ
)」

と
言

ふ
事

で
あ

つ
て
、

之
れ

こ
そ

こ
の
語

の
實
際

上

の
本
質

で
あ

る
。

現
量

と
は
、
「
境

の
親
誰

・智
(
母
夢
pω
楓
9
ω欝

蜜
けパ
母
ご
ヨ
舞
B

2
ピ
も
も
・ご

霞
仲げ
o留

。。91
常
91
鱒
飾
凱
4。戯
91昌

騨
ヨ

安

℃
・。。
)
」
で
あ
り
、

叉
「
(
註
六
)親

讃
作
用

(。。豊
《珍
壁
パ
習
同貯
甲
く
愚
℃
諏
奉
)
」
で
あ

る
。

2

、
領
域

か
く

の
如

く
現

量

の
本

質
が

親
謹

に
あ

る
以
上
、

そ

の
領
域

は
、
軍

に
眼
根

叉

は

一
般

威
畳

の
み
に

有
分
別
智
の
滋
…成
及
び
性
質
に
就
て

(三
)
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有
分
別
智

の
構
成
及
び
性

質

に
就

て

(
四
)

　

も

　

限
ら
ず
、

一
切
の
経
験
に
普
遍
で
あ

る
事
が
當
然
で
あ

る
。

正
理
門
論
に
は
、
巳
に
、
(
一
)
内
謹
離
言
な
る
色
根
の

舞

と
・
(
三

熱

の
諸
の
分
別
を
離
れ
て
唯
鐙
行
の
み
の
撃

る
竜
の
と
・
(
三
)貧
等
に
於
け
る
諸
の
帥
蒙

と

　

　

　

(
四
)諸

の
修
定
者
の
敏
分
別
を
離
れ
た
る
と
、
の
四
種
を
以
て
、
皆
是
れ
現
量
也
と
し
て
ゐ
る
が
、
本
論

で
竜
恐
ら

く
之
を
受
け
て
、
現
量

の
領
域

を
四
種
と
し
て
あ
る
。

　

　

「
(
一
)
感
畳

(言
費
ぐ
&
9
富
旨

2
ぴ
も
も
.昌
bD
1ー
ぎ
費
ぐ
碧
己
鼠

葛
B

之
ぴ
・廿ら
・目
Qo
)
と
、

(
二
)
(註
七
)自

境

に
無
間

な

る
境

も

　

と
同
作
關
係
に
立

つ
威
畳
に
於
て
、
等
無
間
縁

を
以
て
生
じ
た
る
か
の
意
識

(
§

β
9
く
冒
g
§

)
と
、
(
三
)
一
切
心

　

　

　

　

　

　

　

　

　

々
所
の
自
謹
分

(91什ヨ
四◎oP
蝕
く
①叫
9
昌
9【5
)
と
、
及
び
(
四
)
眞
諦
観
想
の
最
上
の
邊
際
よ
ウ
生

れ
た
喩
伽
行
者
の
智

(団
oσq
凶

U裁
口
9
ヨ
)
」と

で
あ
る
。
L
か
く
の
如
き
分
類
を
見
る
に
至

つ
尤
の
は
、
因
明
が
正
統
唯
識
學
派
な
ど
と
異
り
、
純
経
験

的
な
立
場
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
關
係
上
、
凡
聖
認
識

の
質
的
差
別
は
之
を
中
心
問
題
と
せ
ず
、
質
的
差
別

は
之
を
種

類
的
差

別
に
還

元
せ
ざ
る
を
得
な
か

つ
た
理
由
に
よ
る
と
思
は
れ
る
が
、
何
れ
に
し
て
竜
凡
聖
如
何
な

る
人
の
如
何

な
る
認
識
で
あ
ら
う
と
、
そ
れ
が
内
謹
さ
れ
、
確
か
さ
の

一
黙
に
於
て
捉
え
ら
れ
た
時
、
皆
同
じ
く
現
量
で
あ
る
。
亀

註

一
、
法
細
…小
傳
、
法
稽

の
年
代
に
就

て
は
、
宇
井
博
士
印
度
哲

學
研
究
第
五
、
四
八

一
頁
に
法
霧

に
就

て
玄
…炎
は

一
言
も
説

か
な

い
が
、
義
浄

の
南

海
寄
露
傳

第
四

に
は
、
法
稽

則
重

顯
二
因
明
一
と
あ

る
理
由
か
ら
、
彼

の
年
代

は
玄
契

の
去
印
、
西
紀

六
四
三
年

よ
り
、
義
浮

の
入
竺
、
西
紀

六
七
三

年
ま
で

の
三
+
年
間
な
り
と
推

定
さ
れ
て
あ
る
。

し
て
見
る
と
陳
那
(
四
〇
〇
1

四
八
〇
、
同
書

一
〇

八
頁
滲
照
)
の
後
、
約

一
世
紀
牛

の
出
世

で
あ

り
、

大
燈
中
印
に
於
て
戒

日
王
(
六
〇
四
・i
六
四
八
)
が
波
し
た
頃

か
ら
、

そ
ろ
く

活
躍
し
始

め
た
も

の
と
見

て
よ

い
。
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タ
ー・
ラ
ナ
ー-
タ
に
よ
れ
ば
、

(寺
本

氏
課

二
四

七
頁
)
彼
は
南
方

∩
且

餌巨
9
嘗
に
婆
羅
門

の
子
と
し

て
生
れ
、
青
年

の
頃
佛
教

に
韓
ず
、
後
摩
伽
陀

國

に
來
り
、
出
家

し
、
経
部

と
眞
言

を
學

ん
だ
。
叉
陳

那

の
弟
子

冒
く
舞
ρ
m
①
昌
p
よ
り
℃
鑓
目
四
眉
霧
四
目
蓉

8
団
p
(
全
因
明
要
集

郎

ち
集
量
論
)
を
學
得

し

た
と
あ
る
。

よ
つ
て
そ

の
學
派

の
系
統

が
ほ
穿
窺

ひ
得
ら

れ
る
。
彼
は
陳

那
な
き
後

の
佛
教
界

の
軍

鎭
で
あ

つ
た
。
當
時
わ
内
外
諸
學
派

が
彼

の
書

を
引
用
し
な
が
ら
、
盛

に
論
載

を
交

へ
た
跡
は
、
諸
丈
献

に
散
見
し

て
ゐ
る
。

叉
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
(
寺
本
氏
課
二
五

一
頁
)
は
彼
が
団
蜀
脅
寅
王

の
下
に

心
畳
冨

缶
鼠
q
9
と
法
戦

し
て
之
に
勝

っ
た
と
傳
え
、
叉
(同
書

二
五
四
頁
)そ
の
再

生
と
職

つ
た
と
も
傳

え
、
叉
(
二
四
ご
頁
)
℃
Np
岳
鼠

王
と
冒
ρげ
留
岩
且

王

と
は
、

專
ら
法
稽

を
崇

拝

せ
り
、
寓
9
プ
騨
ゐ
餌
犀
嵩
げ
巴
p
王

は
、
倶
舎
論

の
大
學
者

く
器
q
9
ぽ
餌
を
尊
敬

せ
り
、

と
傳

え
て
ゐ
る
。
尤
も
タ
ー
ラ
ナ

ー
タ
の
傳
ふ
る
こ
れ
等

の
詑
事

は
、
必
ず

し
竜
信
ぜ
ら
れ
な

い
が
、
併

し
少
く
と
も
商
翔
羅
阿
閣
梨
、
世
友

等
と
、
並

べ
ら
れ
る
丈

の
人

で
あ

つ
た

,

で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
(
同
書

二
五
八
頁
)
に
は
又
龍
樹
、
無
著
、
陳
那
、
提

婆
、
世

親
、
法
稽
を

六
嚴
…と
云
ふ
と
あ

る
。
著
書
と
し
て
は
、
七
部

因
明
集

(淳
9
日
9

9、
翁
。,
胃
拶
)
を
著
は
す
と
云
ふ
。

(
同
書

二
五
三
頁
)
特

に
正
麗

一
滴

の
註
繹
書
と
し

て
は

Z
団
91図
p
げ
ヨ
幽
9
H
犀
鋤
び
団

U
げ
9。
吋
営
o
詳
9
轟

(
法
上
)
と
舅
嘱
闘
団
p
げ
ぎ
創
息
昂
騨
鴬
b
℃
9
超
団
(<
貯
犀
p
負
o
<
p

の
註
繹

を
引
用
す
)
と
が
聞

え
て
ゐ
る
。

(
法
稽

の
傳
及
著
作
に
就

て
は

倫

国
蒔
①
b
ロ
9
♂

普
o
o
ユ
o
鎧
づ
山

H
o
σq
涛

囚
9
℃
津
Φ
一
H
及
び

》
昌
ゲ
p
旨
σq
H参
照
)
私

は
合
左

の
書

に
依

つ
て
こ
の
論
を
草

し
た
。

ト
33
罷

羅

駕

ゲ罷
難

羅

鏑
げヂ

)T

び…

・ー

y
凶島
巨
ー

H昔

酔

団
目
創
負
ぼ
曾

目
o
σq
寄

く
o
一
目

げ
図

日
巨

石Ω
けoげ
9
げ
鉾
路

団

国

び
目
9
冨

8

切
⊆
創
創
圧
8

図
図
β

c導
●

国
涛
窪

鼻
巳
駒。臼
8

ユ
o
ヴ
5
α

H
o
σ。
涛

昌
8

ゲ

ロ
臼

H
①ぼ

0
9

噌
。。
慧
$
話
づ

劇
鐸
自
自
窪
ωけ窪

く
o
昌

日
巨

GQ
け9

臼
げ
鉾
。。
貯
団

註

二
、

Z
・ぴ
■サ
℃
●5

℃
鎚
飢
σq
9
富
ヨ

倒ゆ
昏
9。
ヨ

p
閃
留
ヨ
・

切
二
仙
ユ
ぼ
。・け
ピ
o
σQ
言

唱
μ
bo
・

註

三
、

一ぴ
・
や
刈●

有

分

別

智

の
撫構
成
及

び
性

質

に
就

て

(
五
Y
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有

分
別

智

の
構

成

及

び
性

質

に
就

て

(
六

)

註

四
、

ず

や
。。
暢
切
ロ
負
幽
h
勘。・け
目
o
σq
団o
℃
』
こ。
.

註

五
、

ヨ
●
や
メ

、

註

六
、

団
目
無
自
げ
一いけ
H
・O
σq
一〇
や
H
α
●
口
〇
一Φ

ド

註

七
、

(
イ
)
法

上

の
註

に

よ
れ

ば

同

作

(
共

同

)
に

二
種

類

あ

る
、

相

互

的

共

同
者

(℃
霞
霧
七
p
蚕
出
窟

犀
鋒
同)

と

一
つ

の
果

を
作

る
爲

の
(
二
者

)
共

同
者

(o
犀
㌣
翻
倒蔓

9
吋
理
圃)
と
。

こ

の
揚
合

は
後

者

で

あ

る
。

何

と
な

れ

ば

境

(<
誼
9
図
餌
)
と
感

畳

(
(貯
曾

ぐ
9
Y
〈
ご
鴇
昌
9
)
と

を

以

て

一
つ

の
意

識

(ヨ

勢
口
o
尚
こ

く
訓昌
9
日
)
が
作

ら

れ

る

の
で

あ

る

か

ら
o

(2
・び
胎
℃
・目
⑳
蜘
切
露
幽
創
窪
暮

H
O
σq
皆

℃
.卜o
◎
)

　

も

ら

た

(
ロ
)意
識

の
成
立
過
程

に
就

て

の
當
時

の
考

へ
方
を
簡
翠

に
曇

へ
ば
.

笛

一
最

も
原
始
的
な
醤
象

自

身

即

ち
自
相

が
感
畳

の
樹
象

と
な
り
、
之

　

　

　

　

も

　

　

ら

も

　

　

た

に
内
謹

さ
れ

る
。
第

二
に
内
謹

さ
れ
た
自
相

は
、
丙
謹
さ
れ
る
事

に
よ
つ
て
直

ち
に
、
自
相

に
(
時
間
的

に
)
直
績

す
る
色

と
な

る
。
之
は
直
績

す
る
が

　

　

故

に
自
相
と
鍵

ら
ぬ
も

の
で
あ
る
o

こ
の
自
相

に
直
綾
す
る
色

が
、
感
畳

と
共
同
す
る
事
に
よ

つ
て
意
識
が
成
立
す
る
。
故

に
感
畳
と
意
識

と

の
問

は
時
間

的

に
直
接
無
間
で
、
纒
瞼
丙
容

と
し

て
は
同

一
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味

に
於

て
意
識

も
感
畳

と
同
じ
く
無
分
別
で
あ
る
。
併

し
第
三
に

　

　

こ
の
自
相
に
直
績
す

る
色

は
意

識

の
封
象

と
な

る
こ
と
に
よ

つ
て
、
刹

那
の
歌
よ
り
直
ち
に
相
績

の
形
を
と

つ
て
來
る
。

こ
の
相
績
を
封
象

と
す
る

　

た

も

意

識

は
、

日

に
有
分

別

で

あ

る
。

之

を
簡

留
†
に
封

象

の
側

の
み

よ

り

云

へ
ば
、

自

相

は
そ

れ

に
無

間

な

る
・次
刹

那

の
色

と

な
リ

、

更

に
相
績

の
形

を

も

つ
た
存

在

と

な

る

の

で
あ

り

、

主
観

方

面

よ

り
云

へ
ば

、
感

畳

並

び

に
意

識

の
爾

無
分

別

智

よ
り

、

有

分
別

的

意

識

に
韓

ず

る

も

の
と

さ
れ

て

ゐ

た

の
で

あ

る
。

(
切
β
山
μ
げ
陣珍

H
O
鴨
O

レ
娼
℃
Φ昌
島
一図

目
・μ
b
b

叉
同

書

b
●b9
Φ
ー
℃
面
◎。●滲
　照

)

「

●

二
、
現

量

の

境

1
、
差
別
性

而
し
て
親
置
さ
れ
る
と
云
ふ
事

は
、

之
を
換
言
す
れ
ば
、
見
ら
れ
る
も
の
が
見
る
も
の
に
内
容
と
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し
て
完

全
に
含

ま
れ
禿
形

の
認
識
で
あ
釦
、
作
用
と
し
て
の
圭
と
内
容
と
し
て
の
客
と
が
函
蓋
相
鷹
し
て
ゐ
る
事
を

意
味
す
る
、
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
≧
の
意
味
に
於
て
比
較
き
れ
澱
竜
の
で
あ
り
、
普
遍
的
で
あ
垂
な
が
ら
濁
奪

の
も
の
で
あ
る
が
、
今
因
明
と
し
て
の
之
の
書

に
随
順
し
て
、
假
に

一
歩
退

い
て
、
脛
験
的
に
之
を
云
ふ
な
ら
ば
、

現
量

は
内
謹
の
形
式
、
帥
ち
直
接
認
識
と

い
ふ
相
に
於

い
て
は
、

一
切
皆
同

一
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容

に
入

つ
て
、

之
を
内
容
を
持
つ
た

】
つ
の
法
と
し
て
見
る
時

は
、

一
切
皆
特
殊
の
相
を
持

つ
も
の
で

あ

る

と

も
云

へ
る
で
あ
ら

う
。
現
量
経
験
を
離
れ
ず
、
直

ち
に
そ
れ
自
身
に
於
て
。

十

2
、
差
別
論
に
於
け
る
二
流

然
し
之
の
親
謹

の
境
界
自
身
の
猫
自
性

は

一
膿
ど
之
か
ら
來
る
の
で
あ
ら
う
か
。

之

に
封
し
て
は
當
時
少
く
と
竜
二

つ
の
顯
著
な
る
考

へ
方
が
あ

つ
た
様
で
あ
る
。

一
は
純
粋
に
経
験
の
賭
系
の
範
團

内
に
於
て
之
を
考

へ
る
事
で
あ
め
、
正
統
唯
識
派
に
於
け
る
種
子
の
概
念
が
そ
れ
で
あ
多
。

一
は
脛
験
の
謄
系
以
外

の
外
的
實
在

の
影
響

に
之
を
腕
す

る
事
で
、
親
謹
さ
れ
る
事
に
よ

つ
て
、
外
的
實
在
の
猫
自
性
が
直
ち
淀
親
謹

の
境

界
の
猫
自
性
と
な
る
、
と

い
ふ
考

へ
方
で
あ
る
。
之

は
経
量
部
の
考

へ
方
で
あ
る
。
之
は
當
時

の

一
切
の
學
涙
に
堪

能

で
あ
う
、
随

つ
て
叉
佛
敢
々
理
に
も

明
る
か
つ
た

(註
一
)
<
碧
霧
智
口

嵐
{心蚕
が
、

そ
の
著
2
楓
碧
9パ
9
且
駕
中
に
於

て
、
経
量
部

と
唯
識
涙
と
の
主
張
を
、
論
箏
の
形
で
紹
介
し
て
あ
る
文
に
よ

つ
て
、
明
ら
か
で
あ
る
。
今
そ
の

一
部

を
抄
課
す
れ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
。
(註
二
)

喩
伽
師

吾
々
に
直
接
に
戴
ぜ
ら
れ
る
竜
の
は
見
分
相
分
で
、
外
物
と
は
分
別
力
に
よ
り
構
成
さ
れ
π
も
の
に
過

有
分
捌
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(七
)
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有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

噛

(八
)

ぎ

な

い
。

(や
。。①αb・。α。。.刈
)

経

量
部

吾

々
も
亦

(
直

接

感
情

よ
ウ
)
轄

嫁
さ

れ
た
意

味

の

一
種

の
外
物

を

許
す

の
で
あ

る
。

(
即

ち
)
吾

々
の
表

象

は
、

吾

々
が
(
表
象

と
外
物

と

の

)差

別
を
意
識

し
な

い
と

い
ふ
意

味

に
於

て
、

外
物

と
結
び

つ
く

の

で

あ

る
。

(℃.Gゆ
①辞
b9αQ。●目
)

喩

伽
師

吾

々
の
直

接
威

情

は
外

物
實
在

の
謹
と

し
て
頼

る
に

足
ら

な

い
。

(や
G。⑪ρ
・・$
ε

叉
推

論
(
比

量
)
に
よ

つ
て
竜
そ

れ
を
謹

す

る
事

は
出

來

澱
。

(や
。。①①匂b。q。。・一①)

輕

量

部

(
例

へ
ば
言
葉

を
透

し
て

)
他

心
の
自

心
に
封

し
て
影

響
を
與

へ
る
の

は
、

他

心
の
(
外
的

に

)實

在
す

る

謹

で
あ

る
。

吾

々
の
心
識

の
流

れ

の
外

に

あ

つ
て
、

(
吾

々
の
意

識

に
影

響

を
與

ふ

る
)
特
殊

の
原

因

は
外
物

で
あ

る
。

(唱●。。①刈葛
。。・H。。)

喩

伽
師

(
外

物

は
不

必
要

で
あ

る
)
。

種
子

が
熟
し

た

の
で
あ

る
。

(即
。。⑦鳶
α器
。。)

経

量

部

も

し
凡

て
の
我

々
の
観

念

が
阿
頼

耶
識

に
於

て
同

一
の
起

源
を
有

す

る
な
ら
ば

、
彼

等

は
常

に
同

一
で

あ
ら

う
。
(
何

と
な

れ
ば
彼

等
の
因

は
常

に
同

一
で
あ

る
か
ら

)。

之

は
併

し
不
噺

の
獲

化

と

い
ふ

事
實

と
矛

盾
す

る

(℃・・。
①毬
軌㊤・Ho)
(
も
し
外
物

な
く
ば

)
意
識

は
常

恒
不
獲

で
あ
ら

う
。
然

し
事
實

上
は
攣

化
が

あ

る
。

そ
れ

は
外
因

に
依

存

す

る
の
設

で
あ
る
。

(℃
・G。①鴛
αり・崔
)
そ
れ

故
に
吾

々
の
比

量

(
外

的
合
目

的

行
爲
及
び

他
人

の
言
葉

を

因
と

し

て
、

外
物

の
存

在
を
論

謹
す

る
作

法
や
。。雪

)

は
外

的
事

物

の
存

在

を
設
明

す

る
に
足

る
。

(思
・G。ざ
}・。αo・H。。)
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喩
伽
師

然
ら
ず
。
外
的

戚
豊

の
因

は
阿
頼

耶
識

に
あ

る
。

且

つ
そ

れ
に

も
關

ら
ず

威
畳

の
獲

化

は
あ

る
。

(葛

β

・。鋒
Hり)
更

に
汝

は
認
識

の
封
象

で
あ

る
事

は
、

第

一
、

認
識

を

生
む
(
實

在
黙

で
あ

る
)
事
、
第

二
、
(
同
類

威
に
よ

つ

て
)
個

々
の
表
象

と

一
致

し
て
ゐ

る
事

を
意

味

し
て

ゐ
る
と
軌
ず

る
。

(
が

そ
れ

に
甥
す

る
吾

々

の
論

難

は
次

の
如

く

で
あ

る
。
…

…

)(℃●。。戸

b。8
'旨
)

経

量
部

認

識

の
封
象

で
あ

る
事

は
軍
に
、
認
識

を
生
み

、
又
表
象

と

一
致

す

る
實
在
黙

な

る

事

を
意

味
す

る
の
み

な
ら
ず

.

叉
(
こ
れ

は
青

で
あ

る
と

い
ふ
如
き

)
現
量

剃
断

に
よ

つ
て
、
斯

く
の
如

き

も
妙
と

し

て
定
立

さ
れ

る
事

を

意

味
す

る
の

で
あ

る
。

こ
の
判

断

は
正

に
外
物

に
そ

の
因
を
有

す

る
の
で
、

そ
れ
以

外

の
も

の
に

依
存
す

る
の
で

は

な

い
。

(℃
・。。詳
b。8
●卜。O)

3

、
輕
量

部

の
學

読
瞥

見

・

、

(
イ
)
自
相

共
相
論

蓋

し
経

量
部

に

よ
れ
ば
、
唯
識
涙

が
「
…封
象

は
識

に
内

在

す

る
」
(
切
⊆
&

露
。。酔
目
○
σq
甘
宰
G。⑪q}b。靹。。・α
)

と

い
ふ
に
野

し
て
、「
識

と
そ

の
封
象

と

は
別
物

で
あ

り
、

表
象

は
識

に
内
在

し
、

外
的
實

在

に

相
懸
し

て
起

る
の
で

あ

る
。」
(罫
℃
.。。Φρ
b。q⑰・b。α
)
之

は
今
課
出

し

禿
文

に
よ

つ
て
竜
ほ

讐
明
ら

か

で
あ

る
が
、

叉
次

の
様

な
言
葉

と
思

想
と
を

以

て
表
現

さ
れ

る
事

が
最

も
多

い
。

(註
δ

経
量

部

曰

く
、

認
識

の
封
象

は
二
重

で
あ

る
。
(
威
畳

に
於

て
)
親
謹

さ
れ
た
自
相

と
、
(
現
量

判
断

に
於

て
)

判

然
と

施
設

さ
れ

た
竜

の
と

。

さ
て
現
量

に
就

て
云

へ
ば
、
(
賊
箆

に
於

て
)
直

接

に
把

握

さ
れ

る
も

の
は
、

輩

有
分
別
智
の
…構
成
及
び
牲
質
に
就
て

(九
)



有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(
一
〇
)

に

一
刹
那
に
過
ぎ
な

い
。
然
し
(
現
量
判
断
に
於

て
)
制
然
と
施
設
さ
れ
る
竜
の
は
、
相
績

で
あ
り
、

(
分
別

に

ょ
り
構
成
さ
れ
だ
も

の
で
あ
う
、
)
吾
々
の
合
目
的
行
爲
の
封
象
と
な
る
竜
の
で
あ
る
。
も
し
然
ら
ず
ん
ば
、
認

識
は

一
定
の
目
的
の
下
に
行
動
す
る
人
々
の
行
爲
を
指
導
す
る
事
は
出
來
な

い
だ
ら
う
。
行
爲
を
指
導
し
目
的

の
達
成
に
導
く
智
一識
と
は
、
可
能
な
(
成
功
的
な
)
行
爲

の
目
的
を
指
示
す
る
智
識

を
意
味
す

る
。
き
て
威
畳

の

刹
那

は
行
爲
の
封
象

で
は
あ
り
得
な

い
。
行
爲
が
起

つ
た
時
に
は
そ
れ
は
巳
に
存
在
し
な

い
か
ら
。
併
し
相
績

は
(
合
目
的
行
爲
の
鋼
象
)
た
り
得

る
。
け
れ
ど
も
相
績

は
(
威
畳
に
於
て
)直
接
に
之
を
把
握
す
る
事

は
出
來
な

い
。
そ
れ
故
に
吾

々
は
分
別
所
成

の
相
績
(
の
重
要
さ
と
、
あ
る
意
味

の
實
在
性
と
)
を
許
容
せ
ね
ば
な
ら
澱
。

同
様

の
事
が
比
量
分
別
に
も
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
封
象

は
共
相
で
あ
る
。
共
相
と
は

く
分
別
に
よ
う
構
成
さ
れ

た
抽
象
的
な
竜

の
で
あ
ム
、
)
そ
の
本
質
は
他
物
と
の
甥
照
を
呈
し
て
ゐ
る
事
で
あ

る
。
吾
々
の
合
目
的
行
爲

の

封
象
と
な
り
、
獲
得
さ
れ
る
事
が
出
來

る
の
は
共
相

で
あ
る
が
、

≧
の
共
相
の
因
を
判
断

は
自
相
に
あ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
認
識
の
こ
の
二
種
(現
量
は
自
相
よ
釦
共
相
に
す

＼
み
、
比
量
は
共
相
よ
わ
自
相
に
進
む
)
は
共

に
、
合
目
的
行
爲
の
成
就
と

い
ふ
黙
よ
わ
見
て
の
み
正
智
で
あ
る
。
こ
れ
は
巳
に
(
陳
那
に
よ
う
)
述
べ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
云
云
。
」

叉

(註
四
)
曰
く
物

の
本
質
は
決
し
て
分
別
的
な
竜
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
常

に
(
猫
自
な
る
あ
る
懲
の
で
あ
む
)
一
切

よ
う
分
離
せ
る
も

の
で
あ
り
噛
(
不
可
言
読
の
も
の
で
あ
う
)
名
前

に
よ

つ
て
詮

は
さ
れ
得
な

い
も
の
で
あ
る
。

30



叉
曰
く
、
判
断
は
分
別
で
あ
る
。
比
量

は
分
別
を
そ
の
本
質
と
す
る
が
故
に
判
断
と
同
種
で
あ
る
云
云
。

(や
。。β
・。塁

置
)之

等
に
よ
つ
て
明
ら

か
な
る
如

く
、
経
量
部

は
第

一
に
外
的
實
在

を
以
て
自
相
と
な
し
、
之
を
現
量
の
境
と
な
す

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
刹
那
で
あ
り
随

つ
て
行
爲
を
導
き
得
な

い
と

い
ふ
属
性
を
持

つ
竜
の
で
あ
る
。
第

二
に
之
に
劉

し
て
人
の
分
別
所
成
の
概
念
を
共
相
と
な
し
、
之
を
比
量

の
境
と
な
す
、

こ
れ
は
相
績

で
あ
り
、
行
爲
を
導
く
と

い

ふ
属
性
を
持

つ
竜
の
で
あ
る
。
か
く
て
脛
量
部

に
於
て
は
そ
の
外
的
實
在
論

と
呼
鷹
し
て
、
認
識

の
甥
象

は
性
質
的

に
二

つ
に
峻
別
さ
れ
て
ゐ
る
、
と

い
ふ
思
想
を
持

つ
て
ゐ
た
も
の
と
断
じ
て
よ

い
。

(
ロ
)内
外
實
在
論
(
経
量
部
實
在
論

の
特
色
)

経
量
部
は
斯
く
自
相
帥
眞
在
を
主
張
す

る
黙
に
於
て
、
唯
識
涙
と

は
大

い
に
異

る
の
で
あ
る
が
、
併
し
外
道
諸
涙

の
實
在
論

と
は
、
決
し
て
同
覗
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
何
と
な
れ
ば

　

　

　

ぞ

経
量
部

の
實
在
は
刹
那
滅
で
あ

る
か
ら
。
ω
8
ぎ
吾
9房
す

氏
は
外
道
と
内
敷
と
の
實
在
論
を
識
別
し
て
、
(註
五
)
「
外

道

は
實
在
を
以
て
恒
有
、
経
験
的
な
る
も
の
と
な
し
、
佛
教

は
之
を
刹
那
滅
と
な
し
、
超
験
的
な
る
も
の
と
な
す
、

と
言

つ
て
ゐ
る
。

こ
＼
に
刹
那
滅
と
し
超
験
的
と
な
す

は
、
所
謂
自
相
を
指
す
も

の
な

る
事
は

い
ふ
迄

も
な

い
。
然

る
に
経
量
部

に
よ
れ
ば
、
自
相

は
刹
那
滅
で
あ
φ
、
共
相

は
相
績
で
あ
る
。
随

つ
て
経
量
部
よ
ら
云

へ
ば
、
今
外
遣

が
實
在
な
り
と
云
ふ
所
謂
恒
有
、
経
験
的
な
る
竜
の
と
は
、
之
れ
共
相

の
事
に
外
な
ら

臓
。

故
に
次
の
様

に
維
量
部

の
實
在
論

の
特
色
を
表
現
す
る
事
が
出
來
る
乏
思
は
れ
る
。
帥
ち
外
遣
の
實
在
論
は
自
相
及
び
共
相
を
共
に
實
在
と

有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(
一
一
)
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有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

.

.

(
一
二
)

す
る
説
で
あ
り
。
経
量
部
は
自
相

の
み
實
在
す
る
の
説
を
な
.す
。
之
に
封
し
て
唯
識

は
自
相
共
相
共
に
そ

の
實
在
を

否
定
す
る
の
で
あ

る
。
と
、
(註
六
)
外
道
實
在
論
者
は
威
官
と
土
ハ
相
と
の
問

の
接
鯛
(。・9藪
塾
く霧
密
)
を
説

い
禿
と
云
は

れ
、

一
方

(註
七
)
唯
識

に
於
て
は
圓
成
實
性

は
自
と
共
と
の
相
を
簡
ぶ
竜
の
、、
と
さ
れ
て
ゐ
る
を
顧
れ
ば
、

こ
れ
は

容
易

に
首
肯
さ
れ
る
こ
と

＼
思
ふ
。

(
、ノ
)
差
別
論
結
論

而
し
て
こ
の
實
在
論
に
於
け
る
経
量
部
の
特
色
は
、
直
ち
に
そ

の
認
識
論
に
於
て
、
各
認
識

の
内
容

の
特
殊
性
の
因
を
云
云
す
る
揚
合
の
特
色
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
即

ち

一
、
外
道

は
實
在
す
る
自
共
相
に
於
て
、
認
識

の
差

別
の
因
を
見
る
の
で
あ
り
、

二
、
唯
識

は
自
相
共
相
の
實
在
を
否
定
し
、

一
切
を
先
づ
識
に
還
元
す
る
立
揚
よ
う
、
各
認
識

の
差
別
は
當
然
識

の
内
容
で
あ
る
種
子
を
以
て
、
ひ

い
て
は
無
始
無
明
を
以
て
そ

の
因
と
な
す
の
で
あ
ウ
、
ひ

い
て
は
、
経
験
的

認
識
即
ち
迷
妄
と
な
る
。

三
、
経
量
部
は
差
別
の
因
を
そ
の
實
在
と
す
る
自
相
に
取
る
。
自
相

は
経
験
よ
う
云

へ
ば
超
越
的
實
在

で
あ
蚤
、

外
部
よ
り
の
所
與
内
容
と
し
て
経
験
を
支
配
し
、
之
に
.差
別
を
與

へ
る
も
の
で
あ
る
、
と

見
る
の
で
あ
る
。

1
、
法
裕
の
學
派

.翻

つ
て
法
稽

は
少
く
と
も

こ
の
正
理

一
滴

に
於
て
は
、
喩
伽
師
と

い
ふ
よ
う
も
む
し
ろ
経
量

部

の
師
で
あ
る
。
(註
八
)

顎
、
法
稽

の
自
相
即
眞
在
論

從

つ
て
今
現
量
を
説
く

に
當

つ
て
、
法
稽

は
喩
伽
師
と
異
り
、
現
量

の
眞
理
性
を
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で
は
な

い
か
ら
、
こ
の
揚
合
も
や
は
り
経
部
の
刹
那
滅

の
説
が
考

へ
合
さ
る
"へ
る
適
の
と
思
は
れ
る
。
帥
ち
、
自
根

と
は
刹
那
滅
な
る
實
在
の
具
膿
的
全
相
貌
で
あ
る
。
そ
う

い
ふ
意
味
に
於
て
、
自
相
帥
刹
那
で
あ
φ
、
時
間

の
な

い

も
の

(昏

げ
碧
9
妻
σq
§

)
で
あ
ゐ
、
援
が
ゐ
の
な

い
竜
の
(ユ
o
$
轟
葛
謹
ぴq
9審
)
で
あ
る
。

b
、
自
相
帥
親
謹
の
境
界

故
に
自
相
と
は
實
膿
(く
9
。。ε
)
に
於
け
る
二
相
の
内
、
(註
+
三
)
實
膿
そ
れ
自
身
で
あ

る
と
竜
云

へ
る
が
、
併
し
そ

れ
は
同
時

に
、
親
謹
さ
れ
る
事
に
よ

つ
て
直

ち
に
現
量
の
経
験
内
容
と
し
て
の
自
相
で

　

　

　

　

あ

る
。
(註
+
四
)存
在

自
膿

(
紹
韓
く
豊
話

)
で
あ

り
、

之
れ

(
自
膿

)
(置
p
昌
鼠
)

で
あ

る
と
同

時

に

、

こ
れ
と

云
ふ
親
謹

(
凶留
ヨ

崖

ω91
訂
理
籔
建
げ
)
で
あ

る
。
現
量

と

い
ふ

輕
験
内
容

の
確
實

性
と

、
差

別
性
と

は
、

か

く

の
如

く
、

経
験

の

範

園
内

丈

で
な

く
て
、
外

的
實
禮

に
即

す

る
事

に
よ

つ
て
読
明

さ
れ

る
。

B

、
眞
在

而

し

て
法

穆

に
よ

れ
ば

、
「
そ
れ
(
自
相

)
の
み
が
眞
在

(
霊
鑓
冨
鍵
昏
霧
9
什)
で
あ

る
。
」
唯
識

に
於

て
は

強

ひ
て
云

へ
ば

、
(註
+
五
)眞
在

帥
識

自
膿
即

現

量

で
あ

る
が
、

法
稻

に
於

て

は
眞
在

即

自
相
即

へ註
+
山ハ
)物
自
謄

(く
甲

い言
)
.即
現
量

で
あ

る
。
し
正
統

唯
識

派

に
比
し
、

一
面

一
致

し
な
が
ら

、

叉
遙

か
に
實

在
論

的

で

あ

う
、

且

つ
差

別

を

重

ん
ず

る
傾
向

の
あ

る
事

は
否
定

出

來
な

い
。

C

、
行
爲

併

し
何
故

に
自

相

の
み

が
只

一
つ
の
眞
在

で
あ

る

の
か
。

之
に
封

し

て
法
稔

は

自
ら
、
「
眞
在

(
奉
ωε

躊
℃
舞
9
巨
弩
夢
器
9

屠
・び
も
・℃
レ
"
・)

の
本
質

は
合

目
的

行
爲

の
能
力

(9
碁

爵
身

習

冒

葺

冨

9
)
を

も

つ
も

の
な

る
が
故

に
、
」
と
言

つ
て
答

え

て
ゐ
る
。
そ

の
意

味

は
眞

在

と

は
能
力

的

な
も
の

で
あ

る
、
と

云

ふ
事

は

」

つ
の
定

義

で
あ

る
。

有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(
一
五
)
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有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(
一
山ハ)

之
の

定
義

の
下

に
、
自

相

の
み

が

只

一
つ
の
眞
在

で
あ

る
、
と

い
ふ
事

が
成
立

す

る
、
と

い
ふ

の
」で
あ

る
。

法

上

の
註

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(註
+
七
)
に
よ

れ
ば

、
「
(
認
識

の
)封
象

(
母
夢
9
)
と

は
目
的

と

さ
れ
て

ゐ
る
(
錠
夢
鴇
審
)
と

い
ふ
事

で
あ

る
。
目

的
と

さ

れ

て

ゐ

る
と

い
ふ

事

は
、
棄

て
ら

れ

る
べ

く
、
叉
は
(
反
野

に
)
得
ら

る
べ

く
、
目

的
と

さ
れ

て
ゐ

る
事
で

あ

る
。
そ

し

て

棄

て

ら
れ

る
べ
き

は
棄

て
ん
と

欲
せ
ら

れ
、
得

ら

る
べ
き

は
得

ん
と
欲

せ
ら

れ

る
。
そ

れ
故

に
、
封
象

(
9・
洋
げ
9
)
師

ち

目

的

(嘆

9図
ε
夢
旨
p
)
に
於

て
行
爲

が

生
起

す

る
。」
そ
う

云
ふ

意
味

で
、
封
象

は
能

力

的
な
も

の
で
あ

る
。
然
る

に
そ

う

い
ふ

能
力

的
な

も

の
は
、
(
具
膿
的

な

も
の

で
あ

う
、

必
ず
)
遠

く
か
近

く
に
あ

る
も

の
で
あ

・9
、
(
随

つ
て
)
そ

の
遠

近

に

よ

つ
て
表
象

に
(
明

暗

の
)
差

別

を
竜

つ
π
封
象

よ
り
外

に

は
な

い
。

こ
れ

は
刹

那
で

あ
う
、

自
相

で
あ

る
。
合

目

的

行
爲

は
故

に
自
相
に

依

つ
て
の
み
實

現

さ
れ

る
も

の
と
云

は
ね

ば
な
ら

澱
。

然

る
に
定

義

に
ょ

つ
て
、

眞

在
と

は
即

ち
能

力
的

な

る

も
の
で
あ

る
。

故

に
自
相

の
み

が
只

一
つ
の
具
在

で
あ

る
、
と

云

は
れ

る
の
で
あ

る
。

a
、
眞
在

即
能
力
黙

こ
れ
に
依

つ
て
窺

は
れ

る
如

く
、

法
稔

に
よ

れ
ば
、

自
相

即
置
ハ在
曽即

(
そ
れ

に
相

鷹

し

た

　

　

　

　

　

　

　

行
爲
を
起
す
と

い
ふ
意
味
に
於

て
)
能
力
的
な
る
竜
の
で
あ
る
。
併
し
此
庭
に
能
力
的
と

い
ふ
の
は
、
勿
論
(註
+
八
)

具
在
が
行
爲
の
因

(
=
ゆ
ε
)
で
あ
る
と

い
ふ
意
味
で
は
な

い
。
只
甥
象
即
「
目
的
と
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
」
と

い
ふ
意
味

に
於
て
先
だ

つ
(
唱
理
鼠
冨
)
も
の
に
過
ぎ
な

い
。
随

つ
て
例

へ
ば
、
反
射
的
行
爲
で
あ

る
な
ら
ば
、
自
相
と
行
爲
と
は

完

全
に

一
致
す
る
と
も
云

へ
る
が
、
併

し

一
般
の
行
爲
は
、
自
相
が
あ
れ
ば
必
ず
起
る
も

の
と
は
必
ず
し
も
云

へ
な

い
。
認
識

に
行
爲
が
績

い
て
起
ら
唄
場
合

も
あ
る
。
又
起

る
場
合
で
も
自
相

の
み
で
完
成
す
る
も
の
と
は
云

へ
な

炉
。

36
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自
権
は
剃
那
に
す
ぎ
ず
、
随

つ
て
之
に
依

る
凄
が
出
來
な

い
か
ら
。
(註
+
九
)合
目
的
行
爲

の
封
象
と
な

る
竜
の
は
鵜

那

の
自
相
で
は
な
く
、
相
績

で
あ
参
共
相
で
な
け
れ
ば
な
ら

糧
。

然
し
叉
、
(註
二
+
)「
表
象
(
そ
の
本
質

は
共
相
で
あ
る
)
は
そ
れ
自
身

は
主
観
的
で
観
念
的
で
あ
る
が
、
外
的
實
在

に
よ

つ
て
作
ら
れ
る
竜
の
だ
か
ら
、
人

は
表
象

に
よ

つ
て
導
か
れ
な
が
ら
、
而
竜
欺
か
れ
な

い
の
で
あ

る
。
即
ち
彼

等
表
象

は
實
在

に
關
係
す
る
が
故
に
、
實
際
的
に
目
的
を
達
成
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
法
上
曰
く
、

(
判
断
或
は
比

量
が
合
目
的
行
爲
を
導

く
。
)
何
と
な
れ
ば
比
量
が
探

る
過
程
は
、
自
相
を
共
相
と
關
係
せ
し
め
、
そ
の
共
相
を
通
じ

て
、
あ
る
實
際
的
事
實
を
確
か
め
る
事
に
存
す
る
の
で
あ

る
か
ら
と
、
云
云
。」
と
云
は
れ
、
叉
(註
廿
一
)「
(
現
量
は
自
相

よ
り
共
相
に
向
ひ
、
比
量

は
共
相
よ
り
自
相
に
向
ふ

)」
方
向
を
持

つ
竜
の
な
る
事
を
考

へ
れ
ば
、
行
爲
を
起
す
も
の

は
自
相
で
あ
り
、
そ
れ
を
導
く
竜
の
は
共
相
で
あ
り
、
之
を
成
就
せ
し
あ
る
も
の
は
自
相
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら

諏
。b

、
眞
在
の
二
面

か
く
て
(註
廿
二
)眞
在

は

一
方
、
現
量
的
認
識

の
封
象
で
あ
う
、
認
識
論
的
に
現
量
脛
験
の
眞

理
性
の
根
糠

で
あ
ム
、
現
量
的
認
識
内
容
の
差
別
性

の
因
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
自
己
に
相
鷹
し
た
合
目
的
行
爲

の
甥
象
と
な
う
、
叉
之
を
達
成
せ
し
め
る
と
云
ふ
意
味
に
於
て
行
爲
成
熟
の
力
を
持

っ
能
力
黙

(。
由
。団。
暮

℃
9
暮
)
で

あ
り
、
認
識
と
行
爲
と
を
關
係
せ
し
め
る
實
際
上

の
中
心
黙
な
う
と
云
え
る
。

こ
の
二
面
は
眞
在

に
於
て
矛
盾
な
く

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
只
翼
在
に
於
て
の
み
言
は
れ
る
事
で
あ
る
。

有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(
一
七
)

37



有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(
一
八
)

c
、
翼

在

の
槍

別

置
ハ在

の
本
質

は
か
く
能

力
的

で
あ

少
、

且

っ
能
力

的

と

い
ふ
事

は
眞

伍
の
み

の
本
質

で
あ

る

か
ら

、

吾

々
は

こ
の
定
義

を
逆
用

し

て
、

叉
眞
在

と

非
眞

在
と

を
槍
別

す

る
事

も
可
能

で
あ

る
。

(℃
●こ。曾
。。●H①
)
火

に

　

　

　

も

め

　

於
け
る
火
と

い
ふ
共
相
(
表
象
)
は
如
何

に
明
自
且

つ
分
明
に
之
を
意
識
す
る
と
竜
、
吾
々
は
火
の
表
象
に
よ

つ
て
熱

さ
を
戚
じ
、
之
に
近
よ
う
叉
は
之
よ
塾
退
か
ん
と
す

る
行
爲

を
起
す
事

は
な

い
か
ら
、
そ
れ
ば
非
眞
在
で
あ
う
、
名

　

　

　

　

な

き

火

の

自

相

の

み

が

眞

在

で

あ

る

。
眞

不

置
ハ
を

決

定

す

る

も

の

は

、
吾

々

に

影

像

(
表

象

)
嘆

9
口
び
富

。。
9
H

℃
轟

臨
玄
浮

9

を

與

へ

る

か

否

か

の

黙

に

あ

る

の

で

は

な

い

。

外

道

學

涙

の

所

軌

に

よ

れ

ば

、

共

相

も

亦

表

象

を

よ

び

起

す

が

故

に

實

在

で

あ

つ

た

。

(や
。。
9
戸
目
)
併

し

決

定

的

な

表

象

(
巳
饗

冨

℃
蚕

梓
ま
ゲ
辞

9
ほ

⇒
凶
鼠

言

胃

9
賦
び
冨

ω
p
H

。。
<
甲
℃
轟

謡
び
ザ
留

9
)
は

、

現

量

竜

比

量

竜

各

之

を

持

つ

て

ゐ

る

。

(や
b。
ぢ

μ
)

然

る

に

比

量

は
直

接

に

眞

在

と

關

す

る

事

は

出

來

な

い

も

の

で

あ

る

。

随

っ

て

明

自

に

且

つ
判

然

と

意

識

さ

れ

る

と

い

ふ

事

は

必

ず

し

竜

眞

在

槍

別

の

試

金

石

と

は

な

ら

な

い
。

(や
。。。
蟻

巨
b。
)

之

は

明

ら

か

に

観

念

論

の

極

端

な

る

排

斥

で

あ

る

(
註
廿
三
)

註

一
、

<
画
8
m℃
p
江

寓
蒼

帥

は
九
世
紀

の
出
世
、
彼

に
就

て
は

ω
幾

m
∩
『
9。
口
負
轟

く
注
嵩
げ
げ
口
覗帥
り
2

口
巨
o
蔓

o
h
冒
島
P
づ
H
o
σq胃

娼
・H
こ。
cQ
聖

及
び

切
q
幽
創
ぼ
いけ
目
o
σq
胃

℃
面
賢
・
口
0
5

H
・
参
照
。
彼

の
時
代

の
佛
教

は
中
観
、
唯

識
、
脛
量
、
毘
婆
沙
師

の
四
派

が
重
要
な
も

の
で
あ

つ
た
(登

覧

。。
α
)

註
二
、

国
鼠

創
ぼ
ωけ
H
Oσq
印O
卜
b
℃
Φ
⇔
島
X
H
<

目

留
ー
鷲

の
内

や
。。
①
αー
や
。。
母

の
抄
誰
、
尚
、
同
書

や
。。
Φ
斡
b。
窯
.嵩
・
や
。。Q。b。
・
℃
.Q。
Q。
GO

も
略

々
同

一
思

想

で
あ
る
。
爾
、

国
鱒

o
O
導
且
。・爵
①
O
ユ
o
鐸
昌
創

U
o
σq
涛

9Ω
嵩
o。
参
照
。

註
三
、

】W
昌
良
創
ず
凶舞

H
o
σq
8

卜
℃
唱
o
昌
9
図
一
く

閏

心
G9

の
丙

唱
・co
⑦
μ
1
や
G●
Φ
b9
抄
　灘
。
爪何
、
ヨ
・
や
¢Q
Φ
Φ
・亭
坤

参

照
。

及
び
宕

げ
↑
や
目
α
比
必軟

駐
四
、

望

&

ぼ
給

目
o
σq
言

喝
ヒ。
①
b。
葛

メ
§

38



註

五
、

筥
・
㍗
G◎
面
噂戸
。う
●

や
GQ
⑪
♪
戸
⑪
昌
・メ

や
QQ
①
ど
bo
α
メ
劇
b
h

註

六
、

一げ
'
や
co
Q。"昌
●餌

爪同
、

外

道
共

相

實

在

設

に
付

て

は
、
第

二
部

所

論

の
『
p
げ
ず
o
山
鱒
-⑳
轟
げ
四

設
参

照
。

註

七
、

小
島

恵

見
氏

編

新

編
成

唯

識

論

二

二

七
頁

云
コ

一
空

所
顯

,
圓

満

シ
成

就

セ
ル
諸

法

ノ
實

性

テ
名

昌
〃
圓
成

賢

.
弓顯

シ
三
此

ハ
邊

セ
顎
常

ナ
リ
盟

非
ニ
ズ
ト
盧

　

　

　

　

空

肺
昌
簡

ニ
プ
自

ひ
共

ト
ノ
相

ト
盧

空

ト
我

等

幻
ト
テ
」
因

に
成
唯

識

論

に
於

て
自

相

共
相

を

論
ず

る
所

は
、

同

書

三

二
頁

、

三

三
頁

、

四

八
頁

乃

至

五

一
頁

、

及

び

一
〇

五
頁

で

あ

る

o

註

八
、

法
稽

の
學

派

、

法

稽

は

自

ら
喩

伽
汲

に
厨

す

る
も

の
と

し

て

ゐ

た
。

(
切
&

舞

。・け
H
。
σq
凶。

℃
・・。
¶
号

.。。
)
然

し

彼

が

輕

量
部

の
影

響

を

多

分

に

受
け

て
ゐ
る
事
は
否
定

し
得
な

い
o

2. 14. 3.

自
相
共
相
の
思
想
を
認
識
論
髄
系

の
中
心
と
す
る
鮎

。

自
相
即
員
在

と
な
す
貼
、
(
ヒd
目
負
自
ぽ
舞

目
o
σq
搾

唱
・Go
⑦
メ
づ
・G●
・
に
ょ
れ
ば
正
統
唯
識
派
は

。,<
巴
帥
冨
p
⇔
p出
画旨
℃
団
櫛
ヨ

の
説
を
明
ら

か
に
否
定

せ
り

と
。
ψ
<
p
鼠
犀
留
蕾

,ω
習
口
℃
k
騨
ヨ

に
就

て
は
後
に
述

べ
る
が
、
そ
れ
が
自
相
蔀
眞
在

読

の
假
定

の
上

に
立

つ
て
ゐ
る
事
は
明
ら

か
で
あ
る
。
爪同
、

註

七
参
照
)
。

尤
も
そ
れ
以
上
立

入

つ
て
、

そ
の
自
相
即
貫
在

と
は
外
的
轡
ハ在
な
り
や
、

又
は
経
瞼

の
境
界
な
り
や
、
等
に
就

て
は
直

ち
に
噺

じ
難

い
、
同

じ

く

法
聡

に
封
す

る
註
繹
家

で
あ
う

て
も

く
貯
犀
巴
Φ
<
岱

は
唯
識

の
立
揚
よ
り

U
ず
碧
日
9
冨
冨

は
経

量
部

の
立
揚

よ
り
註
縄
し

て
あ
る

か

ら
。

(国
時
9

暮
島
ω島
①
o
ユ
o
⊆
づ
Ω
り
o
σq
貯

G陰
.H
ミ
こ
尉
ρ
山
画
ゲ
聾

　8
σΩ皆

℃
●。。
O
b。
蕊
賢
.旨
・
竃そ

の
他
同
書
所
引

の
註

に
屡

々
こ
の
傾

向
が
顯
署

に
顯

は

れ

て
ゐ
る
)。

'

同
類

(GΩ
鋤憲
題
簿
)
の
思
想
を
持

つ
貼
、

(
之
は
縄
量
部

に
あ

つ
て
唯

識
に
な

い
思
想

で
あ
る
)
。

有
分
別
智
を
以

て
比
量

と
同
種

と
な
す
鮎
o

宥
分
別
智

の
構
成

及
び
性
質

に
就

て

(
一
九
)
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有

分

別
智

の
構

成

及

び
性

質

に
就

て

(
二

〇

)

5
。

自

相

と

共

相

と

行
爲

と

の
關

係

を
説

く

黙

。

(切
自
山
負
ぼ
誓

卜
o
σq
ぽ

や
Qo
①
幽
b9
α
◎Q
●H
μ。
℃
・co
⑦
ど
b9
α
メ
声
鴇
O
h
)

之

等

は
寧

ろ
法

稽

が
純

然

た

る
経

量

部

の
立

揚

に
立

つ
て
ゐ

る

事

を
暗

示

す

る
も

の
で

あ

る
。

併

し
陳

那

の
揚

合

と
同

じ

く

法
稻

は
賢

は
唯

識

派

に

罵

す

る

も

、
因

明

に
於

は
、
経

瞼

的

な

立
揚

を
探

る
爲

に
、

自

然

假

に
経

量

部

の
敏

理

に
採

つ
た

も

の
と
も

見

ら
わ

得

る
。

そ

わ

は

、

1
.

陳

那

(彼

が
唯

識

派

に
腐

す

る

は

そ

の
著

作

に
よ

つ

て
明

ら

か

で

あ

る

、
叉

国
鱒

Φ
昌
鼻

凱
。・聾
Φ
o
試
Φ
ロ
昌
幽

ご

σq
詩

GQ
・H
諺
・
参

照
)
。

が
因

明

に

'

於

て
は

中
観

や

喩

伽

と

異
り

非

常

に
輕

瞼

的

な
立

揚

を

探

り

、

結

果

E

に
,自

柑
共

相

を
読

き
、

経

瞼

的

認

識

も

研

究

に
値

す

る
翼

理
性

を

持

っ

も

の
と

し

た

事
、

(
切
β
自
畠
ゴ
冨
け
Hb
σq
げ

℃
・メ
戸
b9
・
娼
・GQ
ど
ロ
・卜9
・
℃
・Go
GQ
》づ
・GQ
・
や
co
刈
り
}Go
α
P
ト

国
同吋
φ
昌
暮

昌
甘
島

OO
誌
O
q
⇒
ρ

ピ
O
σq
貯

酔
二

co
)

鉱

げ
ザ
Φ
負
甲
p
σq
蚕
げ
岱

の
説

及

び

9
娼
o
ゲ
p

の
設

は
唯

識

敏

理

よ
り

も
経

量

部

の
自

相

共

相

説

に
調

和
す

る

も

の
で

あ

る

が
、

こ

の
説

は
陳

那
並

び

に

法

稽

一
派

の
共

通

説

で
あ

つ
た
。

(切
β
創
負
窪
曾

戸
O
σq
皆

卜
℃
℃
⑰
ロ
臼
×

<
・智
・)

3
。

法

稽

は
陳

那

と

同

じ
く

、

虞

諦
門

よ

り

云

へ
ば

主
客

な
く

自

他

な

し

と

し

た

の
で

あ

る
が

、

俗
諦

門

よ

り
蓉

ふ
時

は
、

薗

他

あ

り
、

物

あ

り
、

経

瞼

的

認

識

の
翼

理
性

あ

り

、
迷

妄

に
非

ず

と
し

た
。

(ぎ

注

喜

鱒
ぎ

讐

や
。。
刈
O
も
●。。
ら

噛㊤
"匙

)

故

に
少

く

と

も

こ
の

正
理

一
滴

に
て

は
、

法

稽

は
諭

伽

師

と

い

ふ
よ

り

は
む

し

ろ
経

量

部

で
あ

る
、

と

云

つ
て

も

過
言

で

は
な

い
o

の
言
び
Φ
「び
9
富
犀
騰

厨

は

彼

(
及

び

陳

那

一
派

)
を

の
訓q
鍵
91
鼻
涛
騨
受
o
σ。
餌
o
側養

経

量

漁

伽
師

或

は

冨
けo
『
〈
o
σq倒
o
母
ρ
吻
後

期

喩

伽

師

或

は

く
ご
鼠

昌
碧

91
9

ご
σq
凶o
置
畠

唯

識

因

明
師

と

し

て
、

前

期

正
統

喩

伽
師

及

び

後
期

中
観

喩

伽

師

と
、

封
立

的

立

揚

に
あ

つ
た

事

を
指

摘

し

て
ゐ

る

。

(切
仁
&

ぼ
誓

Hb
σq
甘

℃
●Go
癩
P
ロ
●cQ
噂

℃
・メ
戸
凶

や
co
♪
昌
・①
・
小同
、

国
鱒

ω
ρ
暮

三
馨
ザ
8

Hδ

虞
ロ
幽

H
o
σq
汗

ψ
旨

Q。
・
¢
H
Φ
G。
●
参

照

〉
。

因

に
、

<
918

切も
鉾
一白
好
『3

0
昌
α
げ
母
90
、
自

&

ゲ
四
く
9
」

W画
ユ
碧

遭
P
心
P

及

び
西
藏

丈

献

は
彼

を
唯

識

學
派

に
厨

す

る

も

の
と

し
、

↓
ぢ
℃
P
む
団

の
著

者

は
彼

を
経

量

部

に
廃

す

と
見

徴

す

。

(卑

ぎ

q
・
ド
。
叩

ω
.嵩

o
●宍

)

註

九
、

Z
・び
・琳・
や
目
α
・

頃
β
創
負
露
。。け
冒
o
σq
げ

や
GQ
G⇔
ね
』9
●H
群
ゑ
.
こ

の
法

上

の
自

相

に
關

す

る

註

繹

丈

は
、

前

述

舅
網
騨
図
鋤
押
ρ
心
岸
鋼

中

の
経

量

部

の
主

張

と
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酷

似

す

る
。

詫

三

切
q
負
α
ゲ
互

H
o
σQ
げ

や
c。
Φ
唱琶
q
メ
劇
≒

・
滲

照

)
。

註

十
、

び
ゴ
O
負
9
虚
σQ
冨
び
9

の
設

に
就

て

は
、

第

二

部
有

分
別

智

の
項

滲

照
o

註

十

一
、

頃
目
画
山
げ
冨
一
目
o
σq
げ

や
◎Q
Qo
.づ
・bo
・
及
び

屠
.び
'や
や
H
⑦
●

註

十

二
、

2
・げ
●廿も
』
Φ
・

切
蝦
幽
山
ゲ
一。・け
目
o
σq
げ

や
co
9

註

十

三
、

法
稻

の
自

相

が
外

的
轡
ハ盟

で
あ

る

か

否

か

に
就

て

は
問

題

が
存

す

る
(
註

八

)
で

あ
ら

う
が

、

法

上

の
繹

を

中

心

に
す

れ

ば
、

明
ら

か

に
、

自

相

傑
「
(外

的

)
實

盤

そ

の
も

㊨
」
の
義

で

あ

る
。
宕

ぴ
・畔

や
H
9
ー
や
H
⑦
・

団
q
幽
畠
ぼ
・・け
H
o
σq
胃

や
G。
典

に

よ

わ
ば

物
,
(く
霧
言

)
に
ゴ

相

あ

る

の

で
あ

り
、
.

そ

の

一
が

こ

の
自

相

で

あ

る
。

又
、

2
・げ
・壁

℃
・爲
・
に

は

碧

昏
騨

は

≦
留
冒

と

同

義

な

り

と

し

て

而

も
そ

の
冒

#
ゴ
p

又

は

く
耐
曙

岱

の
遠

近

を

論

じ

て
あ

る
。

爾

、

こ

の
黙

に
就

て

は
、
切
質
負
幽
ぼ
し∩け
ピ
o
σq
皆

や
G●
♪
戸
①・
唄
G⇔
q
り
}bo
獣
⑦・μQ。
国
H犀
Φ
β
"
官
誹
号
O
o
ユ
①
∬
昌
負

ぎ

σq
砕

GO
・H刈
α
・
G臼
。H
刈Q。・蛮

参

照
。

註

十

四

、

図
碁

o口
鼻

艮
ω夢
o
o
路
o

冒

負

H
o
σq
貯

己Ω
』
お

・
もo
μ
鰹

・
の
.b。
α
噴
.
ω
』
O
Q。
.
φ

H
b。
O
(
b。
O
O
)
.

.

註

十

五
、

】ẁ
幽
山
ぼ
m
門
目
o
αq
げ

娼
.辞
づ
・⑪
.
℃
・GQ
Q◎G㊤
●

註

十

六
、

舅
・げ
・艸・
唱
・昌

・
<
毬
ヨ
ゐ
9び
自
僧
廿

℃
胃
9
ヨ

鋤昌
ゴ
霧

9

唱
p蔓

碧

9ザ

「

註
十

七
、

7
「●ぴ
∂婦・
℃
・一
"
'

団
ロ
島
ロ
ぼ
馨

目b
σq
団o
娼
・cQ
Φ
ね
GQ
』
①
・

註
十

八
、

】Wβ
幽
負
窪
珍

　[
o
σq
冨

や
♪
G⇔
・9

㍗
♪
口
.c㊤
.
℃
●即

や
α
も

9bo
●
b
●劇
.
℃
.担
5
.同
・
づ
ト

や
H
O
り隣
・b。
卜

冒
.ド
O
》

α
・
戸
Φ
●
や
HO
も

bo
G9
4

国
鱒

●
q
.
H
o
中

ψ
◎。Q。
●

註
十

九
、

頃
鼠

負
録
曾

H
o
σq
げ

や
G。
①
H
・(
註

三
謬

照

)
堵
・げ
↑

娼
・嶺

・(
註

九
参

照

》

國
鼠

自
霊

。・け
b
o
σq
ざ

や
P
収
μ
b。}
噂
浜
ρ
昼
.b。.
や
掌
G。
』
bg
b
h

註
三

十
、

旨
・
娼
●Go
①
cQ
.bo
α刈
・卜9
9

'

・

、

註

二
十

一
、

ま

・
唱
●こQ
Φ
H
ー

や
GQ
⑪
b9

註

二

+

二
、

萱

や
9
c。
』
鱒
●
や
co
り
}鼠

.b。
H
●

・

有

分

別

智

の
構

成

及

び
性

質

に
就

て

(
二

一
)

、
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有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(二
二
)

註
二
十
三
、
爾
、
碧
費
"貯
ぐ
訓面
訓彗
碧
ま
饗

叉
は

9・昌
冨
犀
嵩
塙
冨
蹄
く岱
の
思
想
は
、
囚
留
心9
の
思
想
と
共
に
、後
世
佛
激
學
派

の
重
要
な
思
想
の
一

つ
で
あ
つ
た
。
(卜
●切
・囚
0凶昏
匂
切
qα
伍ゲ
冨
げ
℃冒
一ざ
mO℃
げ¥
℃
・GQH9
)
(術
、
国
蒔
・
鐸
.
H
Oσq●
ζΩ
Hミ
●(団埼
)
(b9蔭
Q。)
参
照
)。

三
、

現

量

の

定

義

。

上
來
現
量

の
本
質

は
親
謹

で
あ
φ
、

親
謹

の
境

は
自
相

で
あ

う
、
自

相

の
み

が
置
ハ在

で
あ
ウ
、
眞

在

の
本
質

は
能

力
的

で
あ

る
事
を
言

つ
た
の
で
あ

る
が
、

こ
れ

に
よ

つ
て
、

こ
の
際
翻

つ
て
法
稽

の
現

量

の
定

義

を

反
肯

し

て

お
き

た

い
と

思

ふ
。

法
稻

は
第

一
篇

の
初

の
部

分

に
、
現

量

の
定
義

を
あ
げ

て
、
「
現
量

と

は
分
別

を
離
れ

て
、
(
パ
巴
℃
碧
㌣

巷
。
α
ぼ

ヨ
)
惑
鼠

な
き

竜

の

(
餌び
ゴ
機
物づ
什即
菖
)
で
あ

る
。」
と
言

つ
て
ゐ

る
。
論

で

は
自
ら

之
を

読
明
し

て
、
「
言

葉
と
結

合

し
得

べ
き
表
象

(
影
像

)
の
定
立
(
明
確

π

る
認
識

)
が
分

別

で
あ

る
。

筈
匡

君
甲
田
旨
の霞
σq
9受
。
σq
饗
・層
蝕
σ
猛

ω甲
鷲
9

民
廿

パ
巴
窟
鼠
)
現

量

と

は
そ

れ
口×
分

別
)
よ
り
離

れ
て
、

而
竜
色

盲
と
速

動
と
舟

行
と
掩

齪
(
身

謄

三

要
素

の
動
揺

の

事

で
、
疾

病

を
意

昧

す
)
と
等

の
混
翫

を

離

れ
尤
智

で
あ

る
。
」
と
言

つ
て
ゐ
る
。

何
等

か

の
形

を
と

つ
た
表
象

、
言

葉

と

な

つ
て
表
現

さ
れ
得

る
様

な
形
式

を
探

つ
た
表

象
、

そ
う

い
ふ
表
象

を
自
己

認
識

し
、
確

立
す

る
事

が
所
謂

分
別

で

あ

つ
て
、
現
量

と

は
先

づ
第

一
に
そ
う

い
ふ
分

別
以
前

の

も
の

で
あ

る
と

い
ふ
事

が

一
つ
。

而
も

そ

の
無
分

別

の

境

は
隔
例

へ
ば

色
盲

(註

一
)
の
揚
合

に
於

け

る
如

く
、

主
観

的
威
昼

作
用

に
誤

の
因
が

あ

る
に
し
て

も
、
旋

火
輪

の

様

な
速
動

の
場
合

に
於

け

る
如

く
、
客

観

的
事
物
に

誤

の
因
が
あ

る
に
し

て
も
、
舟

行

の
時
、

木
が

動

く
錯

豊

を
得

る
揚

合

の
如

く
、

自
己

の
探

る
場
所
に

誤

の
因
が

あ

る
に
し
て
竜

、
乃

至
、
疾

病

の
揚
合

の
如

く
誤

を
内

的
原

因
に

＼
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螢
す
る
に
し
て
竜
、
●
そ
の
他
如
何
次
る
種
類

の
誤
が
あ
る
に
し
て
竜
、

一
切
正
常
に
非
ざ
る
経
験
で
あ

つ
て
は
な
ら

澱
。
幻
畳
や
錯
畳
は
行
爲
を
成
就
し
な

い
。
故
に
量
に
は
な
ら
澱
。
と

い
ふ
事
が

一
つ
。
帥
ち
、
離
分
別
と
無
惑
齪

と
の
一
一
つ
が
、
現
量

の
定
義

と
し
て
器
げ
ら
れ
だ
わ
け
で
あ
る
。
而
し
て
法
上
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
等
は
、
(註
二
)
「
相

で
あ
つ
て
本
質
で
は
な

い
し

の
で
あ

つ
て
、
現
量
の
正
智
と
し
て
の
特
殊
な
相
を
二

つ
暴
げ

て
、
以
て
定
義
に
代

へ

た
も
の
で
あ
る
。

1
、
離
分
別

内
離
分
別
に
就
て
言

へ
ば
、
巳
に
述
べ
た
如
く
置
ハ在
と

は
自
相

で
あ
り
、
自
相
と
は
差
別
の
刹
那

で
あ
る
。
そ
し
て
之
が
現
量
の
境
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
刹
那

の
差
別

は
、
後
に
、
有
分
別
智
の
野
象
と
な
ら
ん
と

す
る
努
力
か
ら
、
あ
る
程
度

に
、
そ
の
差
別

(註
三
)
が
無
親
さ
れ
て
、
相
績
の
形
に
移

さ
れ
る
。
相
績

の
形
を
と

る

と

い
ふ
事

は
、
も
う
巳
に
共
相

の
形
を
と

つ
て
ゐ
る
と

い
ふ
事
で
あ
う
、
「
言
葉
と
結
合
し
得
べ
き
表
象
」
を
明
確

に

認
識

す
る
事
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
が
即
ち

(註
幽
)
分
別
で
あ
る
か
ら
、
現
量

は
絶
封
に
分
別
を
離
れ
て
ゐ
る
竜

の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
正
理
門
論
に
所
謂
内
鐙
離
言
で
あ
φ
、

叉
現
量
は
(註
五
)無
と
同
じ
き
竜
の

(器
彗
冨
ゼ
騨
彦
)

で
あ
る
。

2
、
無
惑
説

次

に
無
惑
観
に
就
て
は
、
二
種
の
解
繹
が
あ
る
。

(註
六
)
≦
巳
鼠
餓
o
<
9
は
惑
観
智
を
以
て
分
別
智

　

　

　

　

　

　

と

同
親
す

る
。

そ

の
意

味

で
置
ハ在

は
皆

惑
齪
無

し
と

云

へ
る
。
然

し
そ

う
す
れ

ば
無
分

別

の
外

に
無
惑

齪
を
畢

げ

る

意
携

が

な

い
事
に
な

る
。

(註
七
)⇔
冨
.含
9
訂
鑓

は
之

に
封

し
現
量

経
験

自
身

に
於

て
、
惑

観

と

無
惑
観

と

を
分

つ
も

有
分
捌
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(
二
三
)
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有

分
別
智

の
構
成

及
び
性
質

に
就

て

(
二
四
)　

　

　

　

　

の

＼
如

く
で
あ

る
。
彼

は

≦

缶
冨
q
o
<
p
と
異

り

9び
ぼ
習
審

と

鍵
剛$
旨
く
緯
ぎ
(
経

験
的

に
矛
盾

せ
ざ

る
)
と

を
匠

別

し
、

騨
げ
年
鋤
暮
9

は
之
を
無
分

別
現
量

に
属

せ
し

め
、

鯖鼠
鶏
昌
く
挫
宣

は
之
を
有

分
別
智

の
撮

と
す

る
。

　

　

　

　

　

　

蓋
し
現
量

の
相
と
し
て
敏
え
ら
れ
る
離
分
別
と
無
惑
観
と
の
内
、
前
者
は
形
式
的
規
定
で
あ

つ
て
、
現
量
経
験
の

内
容
は
之
を
問
題
と
し
て
ゐ
な

い
。
そ
れ
に
反
し
て
後
者
は
之
の
離
分
別
な

る
も

の
に
於

て
、
更
に
内
容
的
規
定
を

行

つ
π
も
の
で
あ
る
。
今
假
に
陳
那
の
正
理
門
論
を
見

る
に
、
本
碩
に

「
現
量
除
昌分
別
」
と
あ
る
の
み
で
惑
齪
の
事

に
鯛
れ
て
な

い
。商
錫
羅
圭

の
入
正
理
論
も
同
じ
く
現
量
謂
無
分
別
と

い
ふ
の
み
で
あ
る
。
尤
竜
門
論
に
は
疑
智
、
惑

観
智
等
を
似
現
量
と
し
て
塞
げ

て
あ
る
。
そ

の
意
味
は
≦
醤
紳巴
o蚕

の
如
く
惑
観
智
即
分
別
智
な
る
が
故
に
と

い
ふ

理
由
か
ら
か
、
叉
は
法
上
の
如
く
似
而
非
無
分
別
境
を
槍
別
す
る
企
て
か
ら

か
、
判
然
し
な

い
が
、
然
し
何

れ
に
し
て

も
現
量

の
定
義
と
し
て
、
無
惑
観
を
墨
げ

る
事

は
し
な

い
。
無
惑
観
を
定
義
と
し
て
用
ふ
る
事
は
、

(註
八
)
法
穆
が

初
め
て
で
あ
る
。
月
母
p
ロ
鋒
冨

に
よ
れ
ば
、
法
稽

は

岩
く
胃
9
m窪
9
か
ら
陳
那

の

娼
3
日
習
9
山
ρ
房
`
8
昌
9
を
學
ん
だ
と

い
ふ
。
然
る
に

(註
九
》
同
書

の
現
量
の
定
義
も
同
じ
く
無
惑
齪
と

い
ふ
事
は
含
ん
で
ゐ
な

い
。
然
る
に
法
稽
が
殊
更

斯
様
な
定
義
を
し
た
の
は
、
充
分

の
意
圖
が
あ

つ
て
音
識
的
に
之
を
行

つ
た
も
の
に
相
違
な

い
。
法
上

(註
+
)
は
、

離
分
別
は
比
量
よ
り
槍
別
す

る
た
め
で
あ
わ
、
無
惑
観

は
現
量
自
身

に
於
け
る
惑
齪
を
槍
別
す
る
た
め
で
あ
る
、
と

云
ふ
意
を
述
べ

て
ゐ
る
が
、
法
稔
の
意
に
適

つ
た
竜
の
で
あ
ら
う
。

離
分
別
と

い
ふ
事
以
外
に
無
惑
観
を
云
ふ
の
は
、
無
分
別
と
云
ふ
形
式

を
も
つ
境
の
内
、
更
に
内
容
帥
規
定
を
與

幽



へ
て
惑
観
的
無
分
別
は
之
を
除
外
し
、
只
惑
観
に
非
ざ
る
離
分
別
を
棟
ぶ
の
で
あ
る
が
、
然
し
惑
翫
は
離
分
別
で
あ

う
汝
が
ら
何
故
に
現
量
で
な

い
の
で
あ
ら
う
か
。
惑
働
と
錐
も
内
謹
で
あ
ウ
、
自
相
を
境
と
し
、
眞
在
淀
鯛
れ
て
ゐ

る
の
で
は
な

い
か
。

こ
れ
に
封
す
る
答

は
、

ご
言
に
言

へ
ば
、
「
そ
う
考

へ
る
の
は
誤

つ
て
ゐ
る
。
」
と

い
ふ
事
で
あ

る
。
何
と
な
れ
ば
、
(
註
+
一
)惑
翫
は
そ
の
眞
在

に
於

い
て
當
然
起
る
べ
き
合
目
的
行
爲
を
成
就
し
な

い
。
成
就
し
な

い
も
の
は
置
ハ在
で
は
な

い
。
自
相
で
は
な

い
。
假
襲
の
自
相
、
假
装

の
眞
在
に
過
ぎ
な

い
。
随

つ
て
無
分
別
で
あ
り

な
が
ら
而
も
眞

の
現
量
で
は
な

い
。
所
謂
似
現
量
で
あ
る
。
故
に
法
上
は
、
(註
+
二
)
無
惑
観
と
は
能
力
的
と

い
ふ
實
在

の
本
質
に
矛
盾
し
な

い
事
を
意
味
す
る
、
と
云
つ
て
ゐ
る
。
能
力
的
と

い
ふ
事
は
巳
に
述
べ
た
如

く
、
眞
在
の
み
の

而
し
て
置
ハ在

の
只

一
つ
の
本
質
で
あ
ク
、
理
由
の
絵
地
も
、
謹
明
の
必
要
も
な

い
絶
封
の
定
義
で
あ

つ
た
。
こ
の
定

義

は
、

一
方
(
無
分
別
)現
量
よ
り
有
分
別
智
及
び
比
量
を
槍
別
す
る
の
み
な
な
ず
、
又
更
に
(
無
分
別
)現
量
自
身

に

於
て
、
似
現
量
を
識
別
す

る
最
後
の
試
金
石
で
あ
る
と
去

は
ね
ば
な
ら

漁
。

　

　

　

3
、
濃
渕
性
と
、
経
瞼
的
に
矛
盾
し
な

い
事
と
、
以
上
二
黙
の
外
に
、
倫
現
量

の
特
色
と
し
て
、
(註
+
三
)淡
渕
性

(
oQ
嘗
忌
蓼
け
暮
く
9
≦
く
置
壼
ロい
)
が
歎

へ
ら

れ
る
事
が
あ
る
。
例

へ
ば
喩
伽
行
者
の
現
量

の
境
の
如
き

は
威
畳
的
で
は
な

い
が
、
威
畳
的
現
量
と
同
じ
濃
渕
性
を
持

っ
て
ゐ
る
。
そ

の
意
味
に
於
て
他
の
領
城

の
現
量
と
同
硯
さ
れ
る
。
澄
渕

性
は
内
謹
さ
れ
、
實
在

に
鯛
れ
る
事

の
必
然
の
結
果
で
あ
る
。
分
別
は
之
を
持

つ
て
ゐ
な

い
。

　

　

　

　

　

爾

ω
8
げ
Φ
吾
暮
。。尊

氏

は
、
そ

の
外

に
(謎
+
四
)(
脛
験

的

に
)
矛
盾

せ
ざ

る

暫
く
國。。
p旨
く
畳

ぎ
と

い
ふ
事
が
墾

げ

ら
れ

る

有

分
別
智

の
樫
成
及
び
性
質
に
就

て

(
二
五
)
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膚
分
別
智
の
機
成
及
び
性
質
に
就
て

(二
六
)

事
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
之

は
現
量

は
超
分
別
で
は
あ
る
が
反
分
別
反
経
験
角
で
拡
な

い
と

い
ふ
事
で
あ
る
。
火
の
現

量
は
火
の
共
相
以
前
で
は
あ
る
が
、
「
火

は
熱

い
」
と

い
ふ
事
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な

い
、
と

い
ふ
事
で
あ

る
。
之

は
前

の
無
惑
観
を
分
別
的
な
も
の
に
移

し
た
も
の
で
あ
φ
、
現
量
の
境
即
自
相
、
.即
眞
在
、
・即
そ
の
置
ハ在
に
帥

し
π

行
爲
の
成
就
、
と

い
ふ
現
量
の
本
質
的
部
分
に
相
鷹
し
た
も
の
で
あ
り
、
常
識

の
形
に
翻
繹
さ
れ
た
槍
別
的
意
味

の

特
殊
相
で
あ
る
。
随

つ
て
之
は
現
量

に
必
ず
な
け
れ
ば
な
ら
顧
相
で
あ

る
が
、
現
量

に
限

つ
禿
相
で
は
な

い
。
(註
+
五
)

正
智

一
般
の
特
色
で
、
比
量
に
竜
適
用
さ
れ
る
相
で
あ
る
。
(註
+
六
)比
量

は
分
別
的
な
る
が
故
に
あ
る
意
味
で
は

一

　

　

　

　

　

切
皆
惑
観
で
あ
る
と
も
云

へ
る
が
、
矛
盾
せ
澱
と

い
ふ
意
味
に
於
て
維
験
的
に
は
現
量
と
同
じ
く
正
智

で
あ
る
。

註

一
、

閾
目
負
畠
露
。。け
　[
o
σq
皆

や
b9
吟

註

二
、

ま
・
や
昌
駅
ち
・ト

註

三
、

第

二
部
述

び
げ
p
傷
潜
凶
σq
蚕
げ
"

の
説

及

び

P
℃
o
ゴ
p

の
読
参

照
。

　

も

　

　

註

四
、

分

別

を
定

義

し

て
、

唯
識

派

で

は

(能

所

)
分

離

(<
涛

巴
℃
p
H
幽
く
P
置
ゲ
涛

輿
"
超
p
)

(o
h

ゆ
巳

創
露

暮

H
o
σq
甘

℃
き

戸
蔭
・
や
8

・づ
・Φ
・
国
時

・
q
・
ピ
o
σq
・

乙∩
.
H卜δ
弓Q
)

と
す

る
o

　

　

　

　

　

陳

邪

及

び
商

鶏

羅

主

は
名

種

等

の
建
[立

の
事

と
す

る
。

陳

那

の
集

量
論

で

は
名

、

種

、

徳

、

業

、
實

、

の
分

別

(昌
鋤塁
p
山
理
7
σQ
d
超
甲
パ
ユ
嘱
訓
・山
蜀
く
曳
甲

犀
巴
b
"
づ
画
)

と

云
ふ

(o
h

ま

.
b
・メ
昌
・恥
.
や
bg
O
"ロ
・①
・
国
同ぎ

q
.
卜
o
σq
・
GΩ
・旨

G。
)

正
理
門

論

に

は
「
此

中

現

量

ハ
除

昌
グ
ト
ハ
分

別

一テ
者

謂

ク
若

シ
有

㍉

智

於

ニ
デ
色

等

ノ
境

一
晶
遠

昌
離

シ

一
切

ノ
種

類

ト
名

雷

ト
ノ
假

立

ノ
無

異

ノ
諸

門

分

別

噛
テ
鼓

云
。
」
と

あ
り

、
商
謁

羅
圭

の
入

正

理

論

に
は
、
「
此

中

現
量

ハ
翻

ク
無

分

別
ナ
リ
、
若

有

昌
リ
テ
正
智

一於
昌
色

等

ノ
義

㌦

離

ニ
レ
名

種
等

所

有

分

別

テ
「云

去

」

と
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あ

る
o

今
法

稔

は
、

本

丈

に
云

ふ

如
く

唱
轟
口
げ
び
98mp
・℃
蚕
q
岱
ザ

国
H
犀
.
⊆
●
冒
o
汀q
.
砕
H
卜o
鰍
)

註

五
、

註

六
、

註

七
、

註

八
、

註

九
、

註

+
、

註

十

一

を

以

て

分

別

の
定

義

と
す

る

、

(o
い

切
5
負
ロ
ぼ

曾

H
o
αQ
皆

や
ド
即
ρ
bo
9

℃
.bo
O
》戸
①
・

、

'

考

。
殊

に
、

行

爲

の
成

就

の
意

味

に
就

て

は

や
♪
G。
●q
●
参

照
、

蓋

し
蛇

の
眞

在

に
於

て
縄

の
惑

齪

智

に
出

獲

し

た
合

目

的

行
爲

な
蛇

の
演

在

に
相

磨

す

る

合
目

的

行

爲

を

實

現

七

な

い
、

随

つ
て
、

そ

の
行
爲

の
目

的

は
蓬

成

せ
ら

れ

な

い
、

之

が
惑

齪

の
誰

で

あ

る
。

註

十

二
、

切
自
住
島
窪
ωけ
ド
o
σq
甘

℃
μ
ρ
Φ
・bg
bo・
や
H
Q。"図
Hこ9
・

註

十

三
、

ま
・
や
cQ
ρ
づ
.b9
..娼
・¢㊤
H
●
℃
・こQ
b9
●
や
¢Q①
b9
:
cQ①
¢Q
・

註

+
四

、

厨

サ
こ。ρ
昌
●bo
・
℃
・¢。
ど

℃
.G。
b。
}
℃
・c。
c。
》

一
・

註

+

五

、

戸

寒

や

昔

・。
も

・φ
●
や
①
"・
」
・

℃
9メ

℃
き

戸

。。
・
℃
●Q。
・
℃
・・。
り
毬

㊤
9
●Q。
・
田

犀
;

・
ぎ

噸

砕

り
μ
・
(
μ
自

・崔

b◎
)
・巻

頭

に

、

「
正

智

を

先

と

し

て

】

切

の
人

の
目

的

が
成

就

す

る
」

と

い
ふ

の

と

こ

の

9
<
冨
p
昔
く
&

言

と

は
同

義

で
あ

る
。

註

十

六
、

一ぴ
●
娼
』
QQ
》づ
』
●

右

分

別
智

の
樫

成

及

び
性

質

に
就

て

(
二
七
)

国
時

o
椙
算

巳

。・
夢

o
o
N
一〇

β
昌
μ

ぎ

σq
貯

卯
H
嵩

・
爾

ω
・H
G。
H
・
(
自

相

は

分

別

の
境

に

非

ず

)
。

,

<
ぎ

一
冨

創
O
<
騨

の

解

繹

に

一就

て

は

、

団
自
飢
仙
窪

舞

H
o
σq
搾

す
Q。
}戸

困
ち
●博

℃
・H
メ
P
①
・
や

H
Qo
も

.H

.
国
門
ぽ
●
亭

目
o
㎎

QO
.H
H
り
■
GQ
・H
O。
O
●

謬

照

。

U
げ
碧

ヨ

o
昏
9
轟

の

解

繹

に

就

て

は

、

団
口
傷
山
窪

・・
一

H
o
σq
皆

℃
.H
メ
巨

①
航
や

H
Q。
も

・ト

や
b9
9
戸

GQ
・
箇
H
パ
.
亭

H
o
晩

ψ

H
H
Φ
.
肇

照

。

切
5
負
島
ぼ

し・
け

ピ
o
吼

∩

℃
μ
Q。
b

・H
・
o
h

℃
・μ
ρ
戸

こっ
・
や
嵩

L

・こo
・

一
び
.
℃
.H
oQ
も

」
・

帥げ
●
℃
.H
ρ
メ
¢。
.
℃
』
Q。
}昌
・目
.
爾

℃
』
5
刈
・
H
b㊤
●
や

b9
辞
口
・Go
.
及

次

自
涛

・
目
・
H
o
叩

ω
・H
嵩

・
GQ
』
郎
O
・
(
b9
α
⑰
)

参

照

。

惑

齪

と

行

爲

の

成

就

と

の

關

係

に

就

て

の
解

繹

及

び

見

解

は

、

切
仁
負
負
ぼ

曾

H
o
σQ
胃

娼
・旨

・α
・bの
ー

α
・
ロ
・H
・
㍗

嵩

・
国
H
ド

戸

H
o
σq
・
9Q

H
一
こ。
・滲

σ



有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て

(
ご
八
)
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